テレビや周辺機器を設置する 


各部のなまス • 

■ U モコン… 

■本体前面- 
■本体ち側面 
■本体左側面 
■本体後面- 


設置と準備の進めかた 


■ 地上デジタル放送を受信するには 


据え付けについて 


■据え付けるとさのご注意 
■転倒防止について…… 


リモコンの取り扱い 


アンテナと接続ずる 


■ UHF/VHF アンテナの接続 . 

■ きれいな映像を楽しむために . 

■ CATV ケーブルと接続するとさの地上デジタル放送受信について 

■ 巨 S/CS アンテナの接続 . 


B - CAS 力ー ドを挿入ずる （ 重要） 


電話回線と接続ずる 


LAN インターフエースと接続ずる 


お手持ちの機器と接続ずる 


■接続できる機器 . 

■ ビデオ、 DVD レコーダー、 DVD プレーヤーなどと接続する 

■ HDMI 出力対応の DVD レコーダーなどと接続する . 

■ ビデオカメラと接続する . 

■ゲーム機と接続する . 

■才ーデイオ機器と接続する . 

■ CATV ホームターミナルと接続する . 

■ PC (パソコン）と接続する . 


電源プラグの接続について 


テレビを設置ずる 


4 45567 
222222 


挑 


83 


如 


§如 


班 




4 5 5 6 
3 3 3 3 




卵 


§ 




34678912 

44444455 
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し口 pB の >よま八 


リモコン 


司画面表示ボタン1 

[5^ 電源ボタン C 

P 句 CS デジタルボタン I 

fn ^ Bs デジタルボタン 

[1? 司チヤンネルボタン: 
または 

数字入カボタン 

1日ボタンは日（ゼ□)、 
ボタンとしてを使用し) 
ます。 ノ 


( 


G 3 I 2 引音量ボタン: 
阿赤ボタン C 
rri ] 青ボタン 
pni ] 裏番組ボタン, 
piTi ] 番組表ボタン1 
[^メニユーボタン: 

ミ夫定ボタン1 
力ーソルボタン: 

べんりボタン1 
[ i ^ 再生ボタン 
pil —時停止ボタン 
pi ] サーチ/ス□ーボタン 
f ^ DVD 電源ボタン 
pi ] DVD メニユーボタン 


ジ 




電源顧表示音声臟番号入力 

0 0 0 0 

厂化上-] 

^ BS ] に司防かり I 灯的 I 


日 T ) を T 〕 13 , 


呂 bB 副医剧區 


/■ BSJ) 18 詞 19« 


PTo 為!. 。 priBs"i に丽 I 


へ 

曰呈 

V 


ミ肖音 

〇 

入力切換 

〇 


チヤンネル 

の 


固面凹曲 

I 翻哥雇蚕 ij 臣 I 騰!反岡曲] 

にュ- 麵トタ 

鑛 

-時停止 再生 > 停止 

(の し ► ) 〔■)] 

サ-チ/ス□- スキジフ/]7送 D 

風 


肌嗎想 DVD む-ナ邮)ぬ- DVD/HDD 

0000 


DVD/HDD 






3音芦切換ボタン 

，チャンネル番号入カボタン 
コ 地上デジタルボタン 
3地上アナ□グボタン pi ] 


f 



>消音ボタン阿 

チヤンネルアツ 
/ダウンボタン 

。入力切換ボタン 
黄ボタンに弓 
緑ボタン 

ヮィド切換ボタン[1£1 
@連動データボタン rrTT ] 

I 番組検索ボタン 


「ジャンル検索」へ移行します。 


コ 戻るボタン 


3停止ボタン 
^スキップ/コす達ら■ボタン [53 
DVD / HDD 切換ボタンピ吕 I 
:ナビ/トップメニュ-ボタン rrsi ] 



24 























































































































本体前面 


スタンバイ/受像ランプ[§6] 

スタンバイ状態 ：ホ 

受像状態 ：緑 

起動中’パワーセーブ状態：穫 
オンタイマー待機中 ：穫点滅 

リモコン受光部[^ 








雪お 

電源ボタン 信司 


入力切換 

メニユー 

入力切換ボタン 
yt — -J ボク、 _/ 


音量 

音量ボタン[ I 胃 dli ] 


チヤンネル 

チヤンネルボタン 


ぺツドホン 

ヘッドホーン （ミニ）端子 



別売りのミニプラグへッドホーン 



を接続ずる端子です。 


主電源 
徘)入-切 

ま電源スイッチ恒司 

V 


J 


•組战^ 

本機の操作びでさな<なった場合は、次の操作を行ってから動作を確認して<ださい。 

•本体側面にある主電源ボタンで電源「切」にし、スタンバイ/受像ランプ消な後、再度主電源ボタンを巧し、電源 
を入れる。 


テレビを設置ずる 
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し口 pB の >よま八 


本体左側面 


グ 






B-CAS 力ード挿入 □ 巧司 


サービス専用端テ 

電話回線接続端子 gg 
ビデオ2入力端子巧唐! 

ビデオ1入力端子问司 

アナ□グ音芦出力端子 


® 1 
」心 


巧デジタル音声出力 



光デジタル音芦出力端子 gg ] 
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本体後面 



将来発売予定の機器との接続 

テレビ関連機器の中には、現在開発中で数年後に実用化されると思われる機器びいくつかあり、システムアップび 
可能となりまず。使い方など、詳しくは各接続機器の取扱説明書をご覧ください。 


テレビを設置ずる 
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置と準備の進めかた 


本機の設置やアンテナエ事には技術と経験が必要ですので、販売店にご相談ください。 
(設置•準備費用については、お買上げの販売店にご相談ください。） 


ご自分で設置と準備をされるとさは、下記の順番で作業してください。 


VHF アンテナ UHF アンテナ 



1 

付属品を確認しまず 盾] 

2 

本機を据え付けます医賣 

3 

リモコンに電池を入れます屋国 

4 

アンテナ線と本機を接続します屋留，医固 

5 

B-CAS 力ードを挿入しまず（重要）國 

6 

電話回線、 LAN インターフエースを接続します 

國，闡 

7 

お手持ちの機器を接続しまず 

■ビデオ、 DVD レコーダー、 DVD プレーヤーなど P 司 

■ HDMI 出力対応の DVD レコーダーなど臣国 
■ ビデオカメラ 

■ ゲーム機 
■ オーディオ機器医!] 

■ CATV ホームターミナル匡!] 

■ PC (パソコン）屋国 

8 

電源プラグをコンセントに差し込みまず医国 

9 

はじめて設定で受信設定をします医 D 

メニューからの受信設定ち可能です。 

10 

1 

電話回線、旧 P (プ□バイダー)、 LAN を設定 

します医固， [1! 

11 

接続した外部機器を設定します 蹈 H 
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地上デジタル放送を受信ずるには 


地上デジタル放送を受信ずるには、下記の要件がずベて壁っていることび必要でず。 

1. 受信地点は、ずでに放送地域になっていまずか？ 

20□日年]2月から全国の都道府県庁所在地において地上デジタル放送び見られるよラになりました。その後、そ 
の受信可能エ U アは順次拡大される予定でず。地上デジタル放送の受信エ U アのめやすは、総務省またはお近<の 
地方総合通信局にお問い合わせください。 

2. UHF アンテナは、地上デジタル放送に対応していまずか？ 

UHF アンテナには全帯域型と帯域専用型びありまずので、全帯域型または地上デジタル放送対応型をご使用くだ 
さい。 

3. UHF アンテナは、地上デジタル放送の送信培の方向に向いていまずか？ 

現在お住まいの地域で、地上デジタル放送の送信塔び地上アナ□グ放送と同じ方向の場合は、そのままの向さで地 
上デジタル放送を受信でさまずび，送信塔の方向び違ラ場合は、アンテナの向さを地上デジタル放送の送信塔の方 
向に変更ずる必要びありまず。 

4. 地上デジタル放送受信機の入力信号は、所定の信号強度びありまずか？ 

地上デジタル放送は、現在のアナ□グ放送との混信を避けるために、当初は非常にルさな出力で放送されまずので、 
受信エリアび限定されまず。また、受信エ U ア内であってを、地形やビル陰などによって電波びさえぎられる場合 
や電波の伝搬状況などにより、視聴でさない場合びありまず。 

♦ケーブルテレビまたは共聴-集合住宅施設でご視聴の方は、ケーブル事業ちまたは共聴施設管理ちにお問い合わせ 
<ださい。 

♦地上デジタル放送を受信ずるためには、最ネ现こ r 地域名」の設定と r 巧]期スキャン」の操作び必要でず。厚。 


テレビを設置ずる 
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u ちえ付けについて 


据え付けるとさのご注意 


スタンド設置の場合 


①密閉したケースや棚などに設置しないでください。 

③本体の周囲は、放熱のための空間を十分に確保してください。 



1 0 cm 
じ(上 


し3吕 -H03 己、し3吕 -H03VV 

放熱のため空間およびスイ -べ J レ時の空間を十分に確保してください。 



スイーベル機能をご使用される場合は、 
回転範囲を確保でさるよ5、空間を十分 
にあけてください。目まは、 20 cm です。 


A 注意 

♦本機の据え付けには性能および安全性を維持ずるために必ず付属のスタンドや専用のオプシヨンユニットをご使 
用ください。付属のスタンドを使用せずに、別の取り付け強度び不足ずる部材を使用ずると、転倒したり落下し 
て乂災-感電-けびの原因とな0まず。 

♦通風孔をふさびないよラに据え付けてください。 

通風孔をみさぐと熱びこち0、故障や乂災の原因となることびあ0まず。 

♦本機は安定したところに据え付けてください。テレビを傾いた場所や、己凹のある場所などに 
設置しないでください。また、転倒防止の処置を行ってください。 

本機び転倒し、けびの原因となることびありまず。 


お守り<ださい 


スイーベル機能（テレビを手動で左またはちに回転させる機能）をお使いになる場合のを意点 
(し3吕 -H03B, し3吕- H03W) 

♦テレビを回転させる時に、過度な力を加えまずと、破損の原因となりまず。 

♦テレビに乗ったり、ぶら下びったりしないよラにしてください。また、テレビを前後左ちに揺らさないでください。 
スタンドの破損の原因となりまず。 

♦テレビの回転範囲内に、顔や手などを近づけないでください。手をはさんだり、けびの原因となることびありまず。 

特にルさなおモ様のいるご家庭ではごを意ください。 

♦テレビの回転範囲内に、花びんなど、ちのを置かないよラにして<ださい。 

テレビを回転させる時に、接触してちのを破損したり，スタンドの破損の原因となることびありまず。また、ス 
タンドびずベって台からはずれてしまう恐れびありまず。 

♦テレビを傾いた場所や、凸凹のある場所などに設置しないでください。 

テレビび正常に回転しない場合びあるだけではな<、破損の原因とな0まず。 
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壁掛け-天吊り設置の場合 


A 注意 

別売の専用壁掛ユニットを使用して壁に取り付ける場合は、危険でずから個人での取り付けはおけ、販売店にお問 
い合わせの上、指定の取り付け工事業者に依頼してください。 


壁掛け金具について 

• L22-H03B/W 

VESA 対応壁掛け金具に対応していまず。 

• L 吕己 -H03 己/ W、L32-H03B/W 
LU 下の専用金具をお使いください。 

型名： TB-PKF2 日已]液晶テレビ専用壁掛けユニット 


移動するとき （ L 2 巨- H 03 B / W 、 L 32- H 03 B / W ) 


♦この商品は重量物でず。移動ずるとさは、二人作業で持ち運びしてください。 
♦持ち運びは、製品上側と製品下側の両端部を持って製品を保持して<ださい。 



保護シートについて 


♦本機は工場出荷時、下図の斜線部分に保護シートび貼ってありまずので、設置後に取り外してお使いください。 
♦スタンドの保護シートは、中央部より手で破るなどして取り外してください。 



テレビを設置ずる 


V 


ノ 
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し 3 吕 - H 03 己，し3吕 - H 03 W 

テレビを回転させるときに、回転の支障にならない程度のひを（クサ U) の 
長さに調整してください。 


2 


確実にま持できる壁やほなどに、しっかりと固定してください C 

♦ひをまたはクサ1」、取付具は市販品をご利用< ださい。 




取付具 



A 注意 

転倒-落下防止器具を取り付ける壁や台の強度によっては、転倒-落下防止効果び大幅に減みしまず。その場合は 
適当な補強を施してください。また、転倒•落下防止対策はけびなどの危害の軽減を意図したをのでずび、全ての 
地震に巧してその効果を保証ずるをのではありません。 


お守り<ださい 


♦ブラウン管タイプのテレビをスピーカー部に近づけ 
ると、ブラウン管テレビに色むらや画面揺れび発生 
することびありまずので離して使用して<ださい。 



じちえ付けについて 


輯倒防止について 


スタンドご使用時の転倒防止について 

地震等での製品の転倒-落下によるけびなどのを害軽減ずるために、転倒防止対策を行って下さい。 


図のようにセット後面上部のフックにひもまたはクサリを通してください C 



ま J 

嘉 
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しリモコンの取り扱い 


A ま意 

乾電池の使用上のごま意 

♦本機で指定されていない電池は使用しないで<ださい。また、新しい電池とちい電池を混ぜて使用しないでくだ 
さい。電池の破裂、液をれにより、乂災•けびの原因となることびありまず。 

♦電池を機器内に挿入ずる場合、極性表示プラスとマイナスの向さにを意し、機器の表お通り正し<入れて<ださ 
し、まちびえまずと電池の破裂、液ちれにより、けびや周囲を巧損ずる原因となることびありまず。 


電池ぶたをはずす 

矢印のち向に押しなびら開けます。 





> U モコンは、本機の U モコン受信窓に向けて操作しまず。 

>リモコンは、それぞれの U モコン受信窓の正面から約已メートル、 
左30度、ち30度の範囲内でお使いください。 


お守り<ださい 


リモコンの使用上のごま意 

♦ U モコンを落としたり、衝撃を与えないでください。 

♦ U モコンに水をかけたり、めれたちのの上に置かないでください。 
故障の原因になりまず。 

♦長時間ご使用にならない場合は、乾電池を U モコンから取り出して 
おいて < ださい。 

♦ U モコンの操作びしにくくなつた場合は、乾電池を交換してください。 
乾電池を入れる前に、乾巧などで電池端モ部をされいにふいてくだ 
さい。端子部び巧れていると、接触不良のために正常に動作しない 
ことびありまず。 

♦U モコン受信窓に直射日光などの強い光び当たると動作しなくなること 
びあります。光び直接当たらないよラにテレビの向さを変えてください。 
♦電子レンジなどの加熱料理器に、 U モコン送信機-乾電池を入れて 
加熱しないで<ださい。発熱によ0火災-故障の原因にな0まず。 
参ふた無しで使用ずると、金属物などで乾電池びショートし発熱、液 
をれ、破裂などさせるおそれびありまずので、必ずふたを閉めてご 
使用 < ださい。 


テレビを設置ずる 
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しアンテナと接続する 


A 注意 

アンテナエ事には、技術と経験び必要でずので、販売店にご相談ください。_ 

①アンテナの種類に応じ、下図の要領で UHF/VHF 混合アンテナ端テに接続してください。 

③地上デジタル放送を受信ずるときは、 UHF アンテナを使用しまず。 VHF アンテナでは受信できません。また、現 
在お使いのアンテナび UHF アンテナでを、調節や取り替えび必要な場合をありまずので、その際は、販売店にご 
ホ目談< ださい。 

③ 本機の UHF/VHF ミ昆合アンテナ端テへの接続に市販の U/V 混合器やアンテナアダプターを使用ずる場合は、でき 
るだけ本機より離して接続してください。 

④ UHF/VHF アンテナび独立のときなど、混合器の取り付けび必要な場合は、販売店にご相談ください。 

⑥ CATV ケーブルと接続ずるときは、伝送方式や接続について詳しくは CATV 会社にお問い合わせください。 


UHF / VHF アンテナの接続 


UHF / VHF アンテナが混合のとき I BS - CS び混合のとき 側: UHF/VHF/BS 混合入力)I 


VHF アンテナ UHF アンテナ 



VHF アンテナ UHF アンテナ110度 CS 対応 



①同軸ケーブル（市販品）を本機の UHF/VHF アンテ 
ナ端モに接続ずる。 

③同軸ケーブル（市販品）の反対側をお部屋のアンテ 
ナ端モと接続ずる。 


① BS/UV 分波器の UV 出力を本機の UHF/VHF ア 
ンテナ端テに接続ずる。 

③ BS/UV 分波器の BS 出力を本機の BS/CS-IF アン 
テナ入力端テに接続ずる。（睡]ちご覧ください)。 



アンテナ線接続時のごま意 

♦アンテナ線には、巧言のかない同軸ケーブルの使用をおずずめしまず。 

(平行フィーダーを使用しますと受信状態び不を定となり、妨害電波を受けやすく、画面にしま模様び現れたりします。) 
♦やむを得ず平行フィーダーを使用ずる場合は、本機よりでさるだけ離してください。 

♦室内アンテナ線ち巧言電波を受けやずいので、お避けください。 

♦アンテナに巧して、電源コードや他の接続コード類をでさる限り離してください。 


34 































































































F お接お（市販品）の接続 


先端を加工ずる ^リングを通ず 


己 mm 6 mm 


コネクター先端部を外被導体内側に差 g ペンチなどを使い、 


し&み、強く押し込む 


コネクタ- 


強く押し込むコネクター 


巧被導体を列側にする 


リングを コネクター 
の根元で固定ずる 

リング 



きれいな映像を楽しむために 


きれいな映像をお楽しみいただくには、アンテナ線や各種ケーブル類の接続げ態び非常に大切です。 


>アンテナ線は同軸ケーブルに F 形接をを接 
続して使用することをおずずめしまず。 

同軸ケーブル（巿販品） 


BS/UV 分波器-分配器はシールドタイ 
プの使用をおずずめしまず。 




り 


プラスチックタイプ 金属シールドタイプ 
(巿販品） （巿販品） 


CATV ケーブルと接続ずるときの地上デジタル放送受信について 


CATV には、 L ソ下のような地上デジタル放送の伝送方式びありまず。詳しくは、 CATV 会社にお問い合わせください。 


伝送方式 

本機の対応 

トランスモジ ユレーシヨ ン方式 

UHF 帯の地上デジタル放送をケーブルテレビ局の電波に変換して伝送しまず。 
本機のアンテナ端テに接続してち地上デジタル放送を受信できません。 CATV 
のホームターミナルと接続してください。（直]をご覧ください。） 

同一周液数/ くススルー方式 

UHF 帯の地上デジタル放送を変換しないでそのまま伝送しまず。本機の UHF/ 
VHF アンテナ端テに接続して地上デジタル放送を受信ずることびでさまず。 

周波数変換パススルー方式 

UHF 帯の地上デジタル放送を CATV で伝送可能な別の周波数に変換して伝送 
しまず。本機の UHF/VHF アンテナ端テに接続して地上デジタル放送を受信ず 
ることびでさまず。 


テレビを設置ずる 
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しアンテナと接続する 


BS / CS アンテナの接続 


接続するときにはま全のため、必ず本機の電源プラグをコンセントから巧いてください。下記メッ 
セージび表示される場合は、テレビの電源を切ってか5110度 CS 対応已3デジタルアンテナ 
を確認し、もう一度電源を入れてください。現象がなお5ない場合は、コンパ’一夕一電源を「オフ」 
に設定日国して、お買い上げの販売店にご相談ください。 


11 D 度 CS 対応 
、BS デジタルアンテナ 


BS コンバーター 


メ ツセー シ表の 



コンバーター 電源に エラーび 
発生しました。設定をオフに 
します。アンテナとの接続を 
確認してください。 

BS/CS-IF 入力端子へ 


A ま意 

アンテナエ事には、 
技術と経験び必要 
ですので、販売店 
にご相談ください。 


※実際の擦印は、端子の上にあります。 


BS / CS アンテナ線の同軸 
ケーブルを F 形接栓(市販品) 
に接続ずる。屋国 

UHF、VHF、BS びミ居合されてい 
るとをには、 BS/UV 分波器 （ 市販品） 
び必要です。医国 


^ F 形接栓を BS / CS - IF 入力 
^端子に接続する。 

BS/CS-IF 入力端子は、 BS コンバー 


ターからの信号を受けるための端テ 
です。また、この端子から BS コンバー 
夕一に DC+ 1已Vを供給します。 
BS アンテナ線を接続するとをには必 
ずテレビの電源を切つて < ださい。 



♦共聴受信等で視聴される（電源供給を必要としない）場合には、「アンテナの設定を変更ずる」[I因をご覧になって、 
コンバーター電源の設定を必ず「オフ」にしてご使用ください。 

♦コンバーターを接続ずるとをは、安全のため、必ず本機の電源プラグをコンセントから抜いてください。 

• BS/CS-IF 入力端テに F 形接栓を接続ずるときは、手で緩まない程度に締めつけてください。締めつけずざると 
本機内部び破損ずる場合びありまず。 

アンテナ線の接続についてのごを意 

衛星放送を分配して他の機器で（衛星放送を）視聴する場合、分配器はおず多端子タイプの電流通過形をご使用ください。 
多端子タイプ電流通超形でない場合は、アンテナに供給している機器の電源を切ると、他の機器で衛星放送び受信でさ 
なくなります。 
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参アナ□グ CS 用アンテナや従来のスカイパーフエク TV !用アンテナ （JCSAT-3、JCSAT-4 受信用）はご使用 
になれません。 ] 10度 CS デジタル放送を受信ずる場合は、 ]] 0度 CS 対応 BS デジタルアンテナをご使巧く 
ださい。 

♦ブースターや分配器をご使用になる場合は、]]0度 CS 対応（周波数2,1已 OMHz 巧応じ(上）であることをご 
確認の上、ご使用ください。従来の BS 用で周波数帯域び],33已 MHz のちのや、 CS 対応でち対応周波数び 
1,8日已 MHz などの2,1已 OMHz 未満のちのをご使用になった場合、 ]] 0度 CS デジタル放送の一部ちしくはず 
ベてのチヤンネルび受信できない場合びありまず。 

♦マンシヨンなどの共同受信システムの場合で、 ]] 0度 CS デジタル放送に対応していない場合は、 ]] 0度 CS 
デジタル放送を受信でさません。 

♦ BS アンテナを使用ずる場合は、 BS デジタル放送のみの受信び巧能でず。この場合、従来の BS アンテナのほ 
とんどは使用でさまずび、一部の BS アンテナでは性能の劣化や BS デジタル放送受信に必要な性能び確保され 
ず、 BS デジタル放送を受信したとさ、安定した受信びでさないことびありまず。このよラなとさは、 BS アン 
テナ製造元のお客様窓□や、 BS アンテナを購入した販売店などにお問い合わせください。 


广メモ 

BS / CS アンテナ線の接続についてのお願い 

♦ F 形接を（市販品）をご使用 < ださい。 

♦アンテナの方向調整、設置についてはアンテナの取扱説明書をご覧いただ<か、お買い上げの販売店にご相談< 
ださい。 

映りびよくないときには 

衛星放送の電波は微弱なため、受信ずるにはアンテナ方向の正確な調整び必要でず。をし、時々映像や音声び出な 
くなったりずるとさは販売店にご相談ください。また、雷雨や豪雨のよラな強い雨び降ったり、雪びアンテナに付 
着ずると電波び弱くなり、一時的に画面や音声び止まったり、ひどい場合にはまったく受信でさないことびありま 
す。これは、気象条件によるちので、アンテナやチューナーの故障ではありません。 


广メモ j 

デジタル放送受信レベル確認方法 

1. メニューボタンを巧しまず。 

2. 「各種設定」一「アンテナ設定」一「受信レベル」と進みまず。 

3. 「地上デジタル放送」、 res デジタル放送」、 rcs デジタル放送」の中から受信レベルを確認ずる放送を選びまず。 

4. 受信レベルび表示されるので、それを見なびらアンテナの方向を調整しまず。 

必要に応じ、チヤンネルやビーブ音を設定してアンテナを調整してください。受信レベルの目安は日0じ(上でず。 
♦受信レベルび日0未満の場合には、正常に受信でさない場合びありまず。このよラな場合は、「受信レベル」の 
数値び最大になるよラに、アンテナの向きを調整したり、接続状況（接を•分配•ミ居合など）やブースター等の 
調整、アンテナの劣化び無いか等を確認してから、再度初期スキヤンを行ってください。 

♦受信レベルは、アンテナ設置方向の最適値を確認ずるための目安でず。表おされる数値は、受信 C/N (信号と雑 
音の比率）の換算値で電波の質を表すをので、強さを表ずをのではありません。ブースター等の調整でアンテナ 
信号を過大に増幅した場合に受信レベルび上びらないもしくは受信レベルび下びる場合びありまず。 


テレビを設置ずる 
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し B-CAS カードを挿入する （ 重要) 


本機に付属の B - CAS 力ードは、本機の電源プラグを電源コンセントに接続しないが態で、下記 
の手順に従って挿入してください。 



已 - CAS 力ードを挿入する。 

絵巧表示び見える面を手前にして、 B-CAS 力ード表面の矢印の向 
きを挿入□へ合わせ、挿入び止まるまでゆっくりと巧し込む。 

参奥まで確実に挿入してください。 



メモ ^ 

B-CAS カード番号 （ カード ID) は、カードを挿入したままでを本機で確認ずることびで 
きまず。操作方法は、「インフォメーシヨンの確認」 ([14^) をご覧ください。 


B - CAS カードについて 


本機に付属の B-CAS 力ードには1枚ごとに違うま号 （B-CAS 力ードま号）び付与さ 
れています。 B-CAS カードま号はお客様の有料放送契約内容などを管理するために使 
われている大切な番号です。「(株）ビーエス.コンデイシヨナルアクセスシステムズカ 
スタマーセンター」への問い合わせの際にち必要となります。 

本機に付属の B-CAS カードの台紙の一部びユーヴー登録用はびをになっています。台 
紙に記載の文面をよ<お読みの5え、ユーヴー登録はびをに必要事項をご記入' 押印し 
てポストにおかんし、 B-CAS 力ードを必ず登録してください。（登録料は無料です。） 



曲明-。哩叫啤_明叫雌 

B し AS 力-ドま号」にチップ J 責回齡 


お守り<ださい 


B - CAS 力ード取り扱い上の留意点 

• B-CAS 力ードを折り巧げたり、変形させないでください。 

• B-CAS カードの上に重いちのを置いたり踏みつけたりしないでください。 

• B-CAS 力ードに水をかけたり、めれた手でさわ5ないでください。 

• B-CAS 力ードのに（集積回路）部には手をふれないでください。 

参 B-CAS 力ードの分解加工は行わないでください。 

• B-CAS カードは上記手順をご覧のうえ、本機の B-CAS カード挿入□に、奥まで正しく挿入してください。 
B-CAS カードを正しく挿入しないと、有料放送や一部のデータ放送を視聴ずることびでをません。 

♦ご使用中に B-CAS カードの巧き差しはしないでください。デジタル放送び視聴できなくなる場合びありまず。 

B - CAS 力ードを巧くとき 

万一、抜く必要びあるときは、 本機の 電源 プラグを 電源 コンセントか 5 抜いたあと 、 ゆっくり B-CAS 力ードを 
抜いてください。 B-CAS 力ードにはに（集積回路）び組み込まれているため、画面に B-CAS 力ードに関ずるメッ 
セージび表示されたとさじ(外は、抜さ差しをしないでください。 


•姐时 

♦本機専巧の B-CAS カード LU 外のをのを挿入しないでください。故障や破損の原因となりまず。 

♦裏向きや逆方向から挿入しないでください。挿入方向を間違うと B-CAS カードは機能しません。 

• WOWOW、 スターチヤンネルなどの有料サービスを受けるには、 B-CAS 力ードの登録のほかに個別の受信契約 
び必要になりまず。詳しくはそれぞれの有料放送を行ラ放送局のカスタマーセンターにお問い合わせください。 
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し雪話回線と接続する 


本機は、モジュラージャック式のジャックから電話回線に直接接続できるようになってしなす。 

ご使用の電話回線コンセントびモジュラージャック式でない場合は、変換アダプターまたは工事び必要です。 


\w\ 


ホームテレホンやビジネスホンをご使用の場合は、販売店か NTT 営業所、または支店に 
ご相談ください。 


電話回線コンセントの種類をご確認ください。 


電話回線 




いし、え 



3ピンプラグ式 


3ピンプラグ 
変巧ァダプター 


市販の3ピンプラグ 
変換アダプターを 
お買いホめのラえ 
接続して < ださい。 


□—ゼット式 


9 


有資格者による工事び必要でず。 

お近 < の NTT 営業所、またはま店に 
ご相談ください。 


モジュラーケーブル(市販品)で、直接接続し 
ます。電話機またはファクシミ U び設置され 
ているときは、モジュラー分配器(市販品)を 
ご使用<ださい。 電話回線 

接続端子へ 




※実際の擦印は、端子の上にあります。 

ADSL 回線を使用される 
場合の接続例 


•姐时 A 


参 ISDN 回線でご使用になる場合は、ター5ナルアダプターの取扱説明書をよくご覧になってください。ター5ナルアダプター 
の種類によっては、ラまく通信でをないことびあります。詳しくは、ター5ナルアダプターの製造元にお問い合わせください。 
ADSL でご使用になる場合も、ラまく通信でをないことびあります。 

• ADSL 回線で本機を利用する場合、本機はスプ U ッターの電話回線側に接続してください。正しく接続しないと、 
正常に通信びでをません。 

•ケーブル電話などでは、ラまく通信でをないことびあります。詳しくは、ケーブル電話会社にお問い合わせください。 

♦ 6 極4おタイプの電話機の中で、 NTT 仕様に準拠していない機器は、ご使用になれません。 

♦コードをはずすとさは、プラグを持ち、ツメを押しなびら抜いてください。また、プラグを差し込むとさは、「カチッ」と音 
びするまで押し込んでください。 

参公衆電話、共同電話、地域集団電話、自動車電話、携帯電話、 PHS 、 船舶電話には接続でをません。 

•キャッチホン契約されている場合は、本機び通信していてち、キャッチホンび優先されます。 

•ファクシミリび接続されている場合は、ファクシミリの送受信中に本機び通信を行ラと、ファクシミリのデータび正しく送受 
信でをない場合びあります。 

♦モジュラー分配器を使用して、電話機などを接続している場合、本機び通信するとを電話機から呼出音びなる場合びあります。 
このよラな場合には、市販の自動転換器をご使用になることをおすすめします。 


テレビを設置ずる 
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[ LAN インターフェースと接続する 

本機では、デジタル放送の新しい双方向データヴービスに巧応するため、インターネット網に常 
時接続環境で接続する LAN インターフェースを装備しています。なお、一般のインターネット 
の Web サイトを見ることはできません。 

ご使用の環境に応じて、下記のように接続してください。 


ADSL ①場合 （1) : ADSL モデム（ルーター非内蔵タイプ）との接続 




ADSL ①場合 （3) : ADSL モデム（ルーター内蔵タイプ）との接続 

(LAN 接続端子に空きびある場合） 
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CATV の場合 （1) :ケーブルモデム（ルーター非内蔵タイプ）との接続 


ケーブルモデム 



ケーブルモデム 
(ルーター內蔵タイプ) 



ケープルモデム 
(ルーター巧蔵タイプ) 



テレビを設置ずる 


41 























































































































































































































IJ - AN インターフエースと接続する 




♦電話用のモジュラーケーブルは、 LAN 端テの接続には使用でをません。無理に挿入ずると故障の原因となりまず。 
^_, 


•姐 I 战1 

• ADSL モデムやケーブルモデムとブ□ー ドバンドルーターや八ブの接続については、それぞれの機器の取扱説明書をご覧く 
ださい。 

•双方向データサービスをご利用になるとをは、電話回線の接続医国ち行なってください。 

地上•日 S デジタル放送では、インターネット網への接続により、さらにを様な双ち向データサービスを利用することびできまず。 

•本機はプロクシヴーノ（一の設定には対応していません。 

•本機でインターネット網に接続するには、回線業者やインターネットサービスプ□バイダーとの契約び必要です。未契約の場 
合は、回線業者やプロバイダーと契約してください。 

•回線業者やインターネットサービスプロバイダーとの契約によっては、本機やパソコンなどの端モを複数台接続でをない場合 
や、追加料金び必要な場合びあります。 

参本機は、アナ□グモデムおよび旧 DN によるダイヤルアップ接続には対応しておりません。 

•本機は、1 0 BASE - T /1 OOBASE-TX 規格に準拠した LAN インターフエースを装備しておりますので、この規格に準拠した 
LAN ケーブルを使用してください。 

• ADSL モデムやスプ U ッター、ケーブルモデム、ブロードバンドルーター、八ブ、ケーブルなどは、回線業者やインターネッ 
トサービスプ□バイダーとの契約をご確認の上、指定された裂品を使って、接続や設定を行って<ださい。 

• ADSL モデムやケーブルモデムについてご不明な点は、ご利用の ADSL 回線業者や CATV 事業者またはインターネットサー 
ビスプ □バイダーに お問い合わせく ださい。 

参ブロードバンドルーターに固定 IP で接続されている場合は、侶 P 設定について國で rip アドレス取得」を「手動」に選択 
し、化要な項目を設定してください。 

参ブロードバンドルーターによっては、パソコンによる設定び必要な場合びあります。このようなルーターを使用する場合は、 
パソコンを接続して設定を行ってください。 

参本機では、アナログモデムによるインターネット接続を前提とするデータ放送サービスはご利用でをません。 

•本機では、一般のインターネットの Web サイトを見ることびでをません。 


C ^ モつ 

ADSL(Asymmetric Digital Subscriber Line ) について 

従来の電話用メタ U ックケーブル上で実現される高速デジタル伝送方式の一つです。すでに一般家庭に広<普及している電話線 
を使って、インターネットへの高速でま価な常時接続環境を提供する技術であり、現在、インターネット常時接続の主流となり 
つつ友0ます。 

FTTH (Fiber To The Home ) について 

光ファイバーを家庭まで直接引を込み、超高速'広帯域の通信環境を提供するサービスのことです。2001年から NTT ま曰本. 
西日本び光ファイバーによる常時接続サービスの B フレッツを開始しています。 CATV や ADSL を超える高速通信び可能です。 

0 NU(Optical Network Unit ) とメディアコンパーターについて 

光ファイバー加入者通信網における、バソコンなどの端モ機器をネットワークに接続するための装置で、加入者ちに設置されます。 
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しが手持ちの機器と接続する 


接続時のごま意 

参他の機器と組み合わせてご使用になるとさにはそれぞれの取扱説明書をよくお読みください。 

参接続の際は各機器の電源を切ってから行ってください。電源を入れた状態で接続ずると、大をな音び出たり故障 
の原因となることびあ0まず。 

♦他の機器との接続時、入出力端テをまちびえて接続ずると、故障の原因になりまずのでごを意<ださい。 

♦接続する他の機器、接続コードおよびアンテナ線び、テレビの画面または画面の後面に配置されまずと、映像び 
ゆれたり巧言を受ける恐れびありまず。接続機器、接続コードおよびアンテナ線は上記の配置を避けてください。 


接続でさる機器 

(下記か5入力端子数に合わせて、 
お選びください。） 


□ 


CATV ホームターミナル盾で 



ビデオ / DVD レコーダー / DVD プレーヤーなど 

阁頤 


171内の数字は、 

参照ページです。 


PC (パソコン）厚3 



■0 


ビデオカメラ 



オーディオ機器 [ p ] 


ゲーム機 



システムアップに必要な接続コード 


♦映像.音声信号入出力接続コード VS -1 20 G ( コード長 2 m ) 




主に Hi - Fi ビデオの映儘-音声入出力端子との接続に使巧します。 

♦映像-音声信号入出力接続コード VS -31 日 G ( コード長1 .5 m ) 


これ!5と同等のコードが相手側の機器に付属している場合 
には、新し<購入される必要はありません。 


♦音声信号入出力接続コード AR -1 1已 G (コード長1 .5 m ) 

请 11111 咖 
巧 11111 IMD3»^ 

ちに Hi - Fi ビデオの音声入出力端テとの接続、ステレオ装置との接続に使用しまず。 

♦ S 映像-音声信号入出力接続コード （ 市販品） 





主にモノラルビデオの映像-音声入出力端子との接続に使用します。 

♦映像信号入出力接続コード VS -220 G ( コード長 2 m ) 


S 映像-音声入出力端子との接続に使用します。 

ID 端子ピンケーブル TP - CDP 01 (コード長1•已 m ) 


ちにビデオの映像入出力端テとの接続に使用しまず。 

IHDIVII ケースレ（市販品） 

¢3-〇 

HDMI ケープルは 、 HDMI □コ表示のあるケープルを使用してください。 


[DK 



DVD プレーヤーのコンポーネントビデオ出力との接続に使用します。 

ID 端子ケーブル TP - CDD 02( コード長1.日 m ) 


^ DK 


^0 J 


□端子対応機器との接続に使巧します。詳しくは、接続機器の取扱説明 
書をご監ください。 


43 


テレビを設置ずる 








































































































2 


接続している機器を操作ずる。 


※実際の擦印は、端子の上にあります。 


ビデオ/ DVD レコーダー/ 
DVD プレーヤー 


入力切換ボタンで r ビデオ1」を 
選択する。 

ビデオ2入力に接続したとさは「ビデオ2」 
を選択します。 


入力切換 


ろ 



人 


に端子ピンケープルの場合] 

※再生機器びコンポーネ 
ン ト 端子 （ Y 、 Cb 、 Cr ) 
の場合は、 D 端子ピン 
ケーブルをご使用くだ 
さし、。 



しを手持ちの機器と接続する 


ビデオ、 DVD レコーダー、 DVD プレーヤーなどと接続する 


D 端子付の再生機器をご使用のとをは、□端子ケーブルで接続されることをおすすめします。 
より良い画質でお楽しみいただけまず。 


コンポーネントビデオ出力端子のある場合 



お姑曲！ 

♦接続時は必ず各機器の電源を切ってください。（市販の接続コードをご使用ください。） 

♦アンテナ線は本機と再生機器両方に接続しまず。受信方式などの違いによって、接続のしかたび異なりまずので、 
詳しくは再生機器の取扱説明書をご覧ください。 

♦再生機器の U / V アンテナ出力端テから本機の U / V アンテナ入力端テに接続ずると、地上デジタル放送び正しく 
受信でさない場合びありまずので、この接続方法はおずずめでさません。 

♦ビデオ]入力は、後面の D 4 映像入力および音声入力、左側面の映像入力および音声入力び共用となっていまず。 

信号のあるほラに自動的に切り換り両方び接続されているときは、後面の D 4 入力および音声入力び優先しまず。 
♦ビデオ2入力は、左側面の S 2 映像入力と映像入力の共用となっていまず。両方び接続されているとさは、 S 2 
映像入力および音声入力び優先しまず。 

D 端子ピンケーブル使用時のごま意 

D 端モピンケーブルをご使用になる場合は、映像信号により正しく表おされないことびありまず。このよラな場合 
は、メニューの「映像設定」「オートワイド」を「オフ」に設定因3してください。お買い上げ時には、「オン」に 
設定されています。 

録画機器接続時のごま意 

デジタルチューナーなどの著作権保護された番組の映像をビデオ、 DVD レコーダーなどの録画機器を通して入力 
すると、著作権保護技術によって、映像び正しく表おされない場合びありまず。このよラな場合は、録画機器を通 
さずに、本機のビデオ入力端テに直接接続してください。 


广メモ J 

コンポーネント入力端子について（ビデオ 1) 

コンポーネント入力端モ （ D 4 映像）は DVD プレーヤーおよび将来実用化予定のデジタル機器のコンポーネン 
卜日央イ象イ言号（已2已 i (4800、已2已 P (480 p )、 ] ] 2已 i (] 080〇、7已 0 P (720 P ) イ言号）を接続でさます。 
]]25 i ( lOSOi ). 7已 OP (720 P ) 信号を入力時は、映像を適切な画面サイズに自動的に切り換えまず。 


D 4 映像 

入力へ 
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S 2 映像出力のある場合 


ビデオ/ DVD レコーダー 


S2 映像出力へ 


音青出力へ 



入力切換ボタンで r ビデオ2」を選択 
ずる。 


入力切換 

% 


接続している機器を操作ずる。 


ビデオ入力2どデ牙入力21 



メモ 


S 吕映像端子について 

明るさの信号と色の信号を分けて送る信号用の端 
テです。 S 2 映像入力端テと映像入力端テび両方接 
続されている場合は、 S 2 映像び優先されまず。本 
機はフルモード制御信号の入った映像び、ビデオ 
2の S 2 映像入力端テより入力されるとワイドモー 
ドは自動的にワイド画面一杯に表示されまず。 



ビデオ A * l : ビデオ; UD 1 


2 


コンポーネントビデオ出力端テ、 S 吕映像端子のない場合 



テレビを設置ずる 
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しお手持ちの機器と接続する 


HDMI 出力対応の DVD レコーダーなどと接続する 


本機は、 HDMI 出力対応機器との接続びできます。 


HDMI 出力対応機器の場合 


HDMI ケーカレ怖版品) 




ビデオ/ DVD レコーダー/ 
DVD プレーャー 


入力切換ボタンで 「 HDMI 1」また 
は 「 HDM に」を選択ずる。 

HDM に入力に接続したときは 「 HDM に」を 
選択しまず。 

D VI 出力対応機器を接続した場合は、メニュー 
より「その他機器設定」一「か部入力設定」一 
「 HDMI 入力設定」と進み、 「 PC 」 を選択します。 


% 


2 接続している機器を操作ずる。 


•姐时 A 

• HDMI 規格に適合していないケーブルは使用でをません 。 HDMI nj の表示びあるケーブルを使用してください。 

参本機は HDMI 出力対応機器との接続びでさまずび、一部の機器では映像や音声びでないなど正甫に動作しない場合びありまず。 
•出力する機器側の信号切 D 換えや操作によ D 画面や音声にノイズび入る場合びあ0ますび、故障ではありません。 

参 HDMI 1、 2入力は、 U モコンまたは本体の入力切換ボタンで選択することびでをます。 

•対応する信号について 

日央像1言号：已2已 i (480 〇※、已2已 p (480 p )、 112已 i (1080 i )、 7已 0 p (720 p ) 《 HDMI 1 言号®み 
音声信号 ： U ニア PCM 

サンプリング周波数 32 kHz /44. 1 kHz /48 kHz 
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ビデオカメラと接続する 


N 



ビデオカメラ 


入力切換ボタンで「ビデオ2」を選択する。 


画面に「ビデオ2」の表示び出ます。 


入力切換 

1ビテオ入力2どテオ入力 a 

% 



^ビデオカメラを操作ずる。 



S 2 映像. 

映像出力へ音声出力へ 
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ゲーム機 


しを手持ちの機器と接続する 


ゲーム機と接続する 




S 2 映像入力へ 


S 映像出力端子付ゲーム機の場合 


映像•音声入力へ 


巧デジタル音串化の 


HDMI 出力端子付をゲーム機の場合]::: 


HDMI 入力へ 






llllilll ! 111111 II ! 

II !1111111!111111! 

111!111111111 
111111111111111 
I!111111111111 PI! 111111 IG 


II !111111川1川 II 
な II 川 1111111111111 

!1!!!11111 itil 




または 



で。。！] 化。|「 



HDMI 1 HDM1 2 

入力 入力 



※実際の擦印は、端子の上にあります。 


テレビゲーム本体と「ビデオ2」、または 
「 HDMIl 」 または 「 HDM に」入力端子 
を接続する。 


3 


ゲーム機を操作する。 


2 


入力切換ボタンで「ビデオ2」、または 
「 HDMIl 」 を選ぶ。 

入力切換 


% 


テレビに戻すときは、チヤンネルボタンを押します。 


♦ビデオ入力端テに入力された映像、音声信号はわずかに時間び遅れて画面表示、スピーカー出力されまず。入力 
された信号をデジタル処理しているために遅れび発生ずるをので、故障ではありません。 

•ゲーム機のコント□ーラを使用される場合は、コント□ーラの操作に巧して、画面びわずかに遅れて表示され 
まず。 

-カラオケ機器などをビデオ入力端子に接続した場合、カラオケ機器本体のスピーカー音声に巧して、テレビのス 
ピーカー音声びわずかに遅れて出力されます。 

♦ゲームの種類-内容によっては、画面び欠ける場合びありまず。 

♦ライフルタイプやガン（銃）タイプのコント□ーラーを使用ずるシューティングゲームなどは、本機では使用で 
さないことびあ0まず。詳し<は、ゲームソフトおよびコント□ーラーの取扱説明書をご覧<ださい。 


S 2 映像. 

映像出力へ音声出力へ HDM - 出力へ 
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オーディオ機器と接続ずる 


本機の光デジタル音芦出力端子に、デジタル音芦入力端子付さのオーディオ機器を接続すること 
がでさまず。 


デジタル音声入力端テ付オーディオ機器と接続ずる場合 


デジタル放送受信時には、 MPEG -2 AAC 方式で出力することもでをるので、 AAC 方式対応の 
才ーディオ機器と接続することで已 .1 チャンネルサラウンド音芦の番組を臨場感あふれる音芦で 
お楽しみいただけます。 



テレビを設置ずる 
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しお手持ちの機器と接続する 


オーディオ機器と接続する 


デジタル音声入力端子のないオーディオ機器と接続ずる場合 
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※実際の擦印は、 

端テの上にあります。 


CATV ケーブル 


□ 


CATV ホームタ ー= ナル 


入力切換ボタンで r ビデオ1」を選択 
する。 


入力切換 ビデオ入かどデが加 

% 


CATV ホームターミナルと接続ずる 


CATV の受信は、サービスび行われている地域でのみ受信び巧能です。また、使用する機器ごと 
に CATV 会社との受信契約が必要になりまず。なお、有料放送や BS /1 10度 CS / 地上デジタ 
ル放送をご覧になるとをは、ホームターミナル（セットトップボックス）が必要でず。地上デジ 
タル放送がパススルー方式屋国で送信されている場合は、本機の UHF / VHF アンテナ端子に接 
続して受信することもできます。詳しくは、 CATV 会社にご相談ください。 

CATV ケーブル 




CATV ホームター S ナル 


詳しくは CATV ホーム 
ター S ナルの取扱説明書 
をご覧ください。 


r 欄巧#が 


K 




«デジタル百>ホカ 


〇 CATV ホームターミナルを操作する。 

巳 詳しくは CATV ホームター5ナルの取扱説明書を 
ご覧ください。 


D 端子映像出力対応機器の場合 


メモ） 

コンポーネント入力端子について（ビデオ 1) 

♦コンポーネント入力端モ （ D 4 映像）は、 D 端モ映 
像出力対応機器や将来実巧化予定のデジタル機器の 
D 映像信号を接続できまず。本機は D 映像信号の 
已2已 i (4800、已2已 P (480 p )、 ] ] 2已 i (:] 0800、 
7已 0 P (720 P ) に交 f 応してし、まず。]] 2已 i り0800、 
7已 0 P (720 P ) 信号を入力時は、映像を適切な画面 
サイズに自動的に切り換えまず。 

♦詳しくは接続機器の取扱説明書をご覧ください。 

、 ■ 


• 姐 I 战 B 

将来発売予定の機器との接続について 

テレビ関連機器の中には現在開発中で数年後に実用化されると思われる機器びいくつかあり、システムアップび巧 
能となりまず。使いかたなど、詳しくは各接続機器の取扱説明書をご覧ください。 

し _ 



音声入力へ 



テレビを設置ずる 
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しお手持ちの機器と接続する 


PC (パソコン）と接続ずる 


本機の PC 入力端子に PC (パソコン）を接続することにより 、 PC (パソコン）の映像•音声を 
楽しむことができまず。 


香 • - •备 



※実隙の踪印は、 

端テの上にあります。 

接続する PC の音声出力端子に 
合ったちのを使用してください。 



パソコン 



P 

C 

映 

像 

入 

力 


ミニ D - Subl 已ピン 
RGB 接続コード(市販品) 


ステレオ5ニプラグ音声接続コード(市販品） 



•盛时 

参パソコンを接続するとさは、 RGB 接続コード（市販品）び必要です。パソコンによっては、パソコンでオプション 
設定されている変換コネクタび必要な場合びあります。 RGB 接続コードに付属されたネジなどにより、本機にしつ 
かりと取り付けることをおすすめします。 
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推奨信号について 


信号名 

解像度 

水平周波数 
(kHz) 

垂直周波数 
(Hz) 

ドットク□ック 
周波数 (MHz) 

VGA 

己 40 X 480 @ 60Hz 

31.47 

已吕 .94 

2 己. 18 

VESA 

800 X 600 @ 60Hz 

37.88 

巨 0.32 

40.00 

VESA 

1024 X 7 目 8 @ 60Hz 

48.36 

白 0.00 

白己. 00 

VESA/WXGA モード ': 1 280 x 768 

1280 X 7 巨 8 @ 60Hz 

47.78 

已曰 .87 

7 白.已〇 


♦使用するビデオボードや接続ケーブルにより、正しく表おでさないことびありまず。この際には、垂直位置、水平 
位置、ク□ック、位ホ目を調節してください。 

♦本機では、水平周波数、垂直周波数、水平同期信号極性、および垂直同期信号極性によって信号モードを区別しまず。 
これら全ての要素び同じかさわめて似ている場合には、異なる信号であってを同一の信号として扱われる場合びあ 
0まずのでごを意 < ださい。 


PC ( RGB ) 入力端子ピン配置 


ピン No. 

信号 

1 

R ビデオ 

2 

G ビデオ 

3 

巨ビデオ 

4 

(接続無し） 

已 

(接続無し） 

6 

R グランド 

7 

白グランド 

8 

目グランド 

9 

DDC + 已 V 

10 

グランド 

1 1 

(接続無し） 

12 

DDC データ 

13 

水平同期 

14 

垂直同期 

]已 

DDC ク□ック 


ミニ D - Subl 已ピンコネクター 


@③@① 

Q \⑩感 ⑥③⑥ /Q 
\© (0) @ @ ⑩ / 


テレビを設置ずる 


已3 














































I 電源プラグの接続について 

電源プラグをコンセントに差し込む。 



AC 100 V 


A 注意 

参電源プラグをすぐに抜くことびでをるよラに本機を据え付けてください。本機び異萬や故障となったと去、電源プ 
ラグをコンセントに差し込んだままにしておくと火災-感電の原因となることびあります。 

参旅行などで長期間、本機をご使用にならないときは、を全のため必ず電源プラグをコンセントか5巧いてください。 


/ - 


お守り<ださい 


スイーベル機能（テレビを手動で左またはちに回転させる機能）をお使いになる場合のを意点 
(し3吕 - H 03 B , し3吕 - H 03 W ) 

電源コードを接続ずる際は、スイーべル動作の回転に支障のないよラに、たるみををたせてください。 


么警告 

指定の電源電圧でご使用くだ 
さい。表おされた電源電圧 ] •il 
外で使用すると、火災■感電 
の原因となりまず。 
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